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「経熱」を支え「政冷」を融かす「文温」―日中の相互理解を促進する抜本的道

小泉政権の終焉に伴って日中関係は大いに改善したが，相互信頼の回復は未だ道程が長い。

戦略的互恵関係の構築・維持の土台の一部として，「経熱」を支え「政冷」を融かす「文温」

（温和な文化力）が不可欠である。

本稿は，相互信頼の前提と成る相互理解の不足を分析し，６つの解決策を提言する。①指導

部の交流のパイプの確保；②官民間の対話のチャンネルの拡充；③「第５権力」たるシンクタ

ンクの発信力の増強；④メディア報道の客観性の向上；⑤文芸の感動力の発揚；⑥人的往来・

人材育成の重点化。

（夏　剛［XIA Gang］立命館大学国際関係学部教授）


